
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内家きん農場で高病原性鳥インフルエンザ 

の感染事例が発生しました 
 本日（２月１日）、市内の家きん農場において、高病原性鳥インフルエン

ザの感染事例が確認されました。  

 

農場の概要 

 所在地  日高市内 

 飼養羽数 約13万５千羽（うずら）  

経過 

 (1) 昨日（１月31日）、当該農場から埼玉県家畜保健衛生所に異常（死

亡羽数の増加）の通報があったため、家畜防疫員が立入り、死亡家

きん及び飼養家きんについて、Ａ型インフルエンザ簡易検査を実施

したところ、13羽中11羽が陽性でした。  

 (2) 本日（２月１日）、埼玉県中央家畜保健衛生所によるＰＣＲ検査に

おいて、高病原性鳥インフルエンザ陽性と確定されました。  

対応状況 

 本日（２月１日）より、当該農場の飼養家きんについて、埼玉県におけ

る防疫措置が開始されました。 

 市においても消毒ポイントの設置（日高市役所駐車場）や集合施設開設

などの防疫措置に対する支援を開始しました。 

その他 

 ・鳥インフルエンザに感染した家きんと濃密な接触がなければ、人への

感染はしないとされており、日本で発症した事例はありません。  

 ・我が国の現状においては、家きんの肉や卵を食べることにより、鳥イ

ンフルエンザが人に感染する可能性はないと考えられています。  
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